
　第2回定例市会11月議会は11月26日から12月5日まで開催され、8月の台風で被害が出た水路やため池の復旧
費など8,100万円を盛り込んだ一般会計補正予算などが議決されました。12月4日、5日の本会議では一般質問が行
われました。
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医療と介護の連携の充実について
医療と介護の連携の充実には、「かかり
つけ医」の普及をもっと進めるべき。病
院志向の市民と、専門診療科志向の診
療所、双方にアプローチがいると思う
が、普及のための見解は？また、医療と
介護の情報共有のためにＩＴシステム
の検討が必要では？
２０２５年に向け地域包括ケアシステムの構築が重要。現
実には４割の市民がかかりつけ医を持っていないことが課
題であり、チラシなど、普及方策を検討していく。医療介護
の情報共有にＩＴを活用することを検討していきたい。

iPS細胞バンクについて
京大のiPS細胞研究所では、iPS細胞バンクの設立を提唱
されている。移植医療の面で汎用性が高いＨＬＡホモタイ
プのドナーからiPS細胞を作製し、バンク化していくもの。神
戸市として積極的に支援していってはどうか？
山中教授を中心に全額国費負担でiPS細胞研究所で検討
されているもの。市としても連携を推進していく。
ドナーを見つけるのに、多数の人の協力が必要になる。
連携を進め、市民に協力を求められるよう、考えていって
もらいたい。

未来創造都市のシンボルとなる事業について
農業公園は、車で行くので、ワインの試飲ができない。東遊
園地で神戸ワインの試飲会や、灘五郷のお酒の試飲会、パ
ンやスイーツの試食会などを開いて、三宮エリアの新しい
にぎわいのエリアにしては？
先日、モトロク（元町６丁目商店街）で開催のワインアベ
ニューには、２日で８０００人が訪れた。東遊園地を含め、ワ
インの試飲等は増やしていきたい。
東遊園地の芝生化なども検討してもらいたい。

障がい者の地域移行支援について
グループホーム設置の際の規制緩和のほか、公営住宅の
活用、地域理解を得るための方策、在宅支援サービス充
実、２４時間緊急対応サービスの充実などの課題をどのよ
うに解決していく？
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１４か所の地域支援センターを置く。また、地域バザーなど
による地元理解促進、２４時間の相談体制、個人のサービ
ス利用計画策定に取り組んでいく。

川原田弘子議員(垂水区)

大寺まり子議員(兵庫区)
市内経済の活性化による雇用機会の創出について
「若者」に対する企業支援について
若者の起業を促すことに重点をおい
た、起業しやすい街を目指すべきでは？
他都市の先進事例も研究し、従来の発
想にとらわれず、支援策を再構築して
いきたい。
新分野への参入支援について 
今後成長が見込まれる分野を重点的
に育成する産業とし、地元企業の参入を促すことで、神戸
経済の活性化と雇用機会の創出につなげていくべきでは？
現在、医療・健康分野と航空宇宙分野など、成長が期待さ
れる分野を重点的に、新分野への進出を強力に後押しでき
るような施策の充実に努めていく。

男女共同参画の取り組みの推進について
市内中小企業を対象にした男女共同参画に関する実態調
査を行い、その取り組みが充実するように、企業の経営者に
働きかけを進めていくべきでは？
経営者協会や神戸経済同友会とも協力しながら、企業経営
者に取り組みへの働きかけを行い、仕事と家庭の両立が進
むようつなげていく。

防災の日常化について
市民や神戸来訪者向けの防災・避難アプリを開発し無料配
布するなど，防災の日常化・習慣化を目指す取り組みを進め
ていくべきでは？
中央区でアプリを作成中。1月に「シェイクアウト訓練」を実
施予定。日常的に取り組める防災啓発活動を実施し、防災
の日常化や習慣化をすすめていく。

兵庫運河を活用したまちづくりについて
今後どのように民間のアイディアや投資を呼び込み，兵庫
地域及び神戸の発展に寄与させていくつもりなのか？
現在、市街地西部活性化プロジェクトの検討が進められて
おり、着実に実現できるよう取り組んでいく。
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